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目で見る放射線 

出典：森,応用物理, 97, No.6, 平成10年

豚肉、バナナ（縦切り及び横切り）、
ショウガの放射能像

身の回りの放射線 

食品からの放射線

･主にカリウム40のβ（ベータ）線
･カリウム40の天然存在比※は0.012%

･カリウム40の半減期は1.26×109年

※天然に存在するカリウムのうちカリウム40の割合
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大気圏核実験による放射性降下物の影響 
体内放射能：体重60kg ｶﾘｳﾑ40：4,000 Bq (ベクレル)  炭素14：2,500 Bq ﾙﾋﾞｼﾞｳﾑ87：520 Bq

身の回りの放射線 
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放射線医学総合研究所調べ
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東京都における
月間降下物中の
Cs-137の経年変化
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MBq：メガベクレル nCi：ナノキュリー


